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1 はじめに
このドキュメントは,まっさらな状態 (ただしTeXはインストール済み)のMac (OSは Somona

14.8, チップは Apple M1)に

• Risa/Asirを導入し,

• 大島利雄先生 (東京大学)によって作成されたライブラリ os_muldif.rrの機能の一つであ
る「計算結果の PDF出力」を使えるようになる

までの (ほぼ最低限の)手順を自分自身の備忘も兼ねて記録したものである.

注意. 基本的に筆者はターミナルの中身についてはよくわかっていません. 従って以下の手順はあ
くまで筆者が上手くいった, というだけであって, 再現性については保証できないし, この手順を
真似してMacがおかしなことになったと言われても一切責任は取れません. あらかじめご了承の
上利用してください.

2 Risa/Asirの導入
Risa/Asirの導入は基本的に高山信毅先生 (神戸大学)の HP [1]を基本にして行う.

2.1 Xcode, Homebrew等の導入
高山先生による解説動画

https://www.youtube.com/watch?v=Q0a2ncoHhGI

に沿って進めれば良い. この動画を見ながら

• Xcodeと Xcode command line

• Homebrew

• Emacs

• gcc

• gnuplot

をインストール. ただし nkf, TeXはここでインストールしなくても構わない.
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2.2 Risa/Asirのインストール
これも高山先生の HP [2]が基本文献. まずはターミナルに

cd ~/src

を実行して srcに入る. 次に

git clone https://github.com/openxm-org/OpenXM

を実行. それが終われば

git clone https://github.com/openxm-org/OpenXM_contrib2

を実行. こちらも完了したら lsを実行して

OpenXM OpenXM_contrib2 OpenXM_dist compiled.h

と表示されれば OK. 続いて

cd OpenXM/src

を実行. さらに

make configure

を実行 (ちょっと時間がかかる). それが完了したら

make install

を実行 (これも時間がかかる).

続いて

cd ../rc

を実行して rcに入り,

make

を実行. 次に

mkdir -p ~/bin

を実行, さらに

cp openxm ~/bin

を実行. ここまでできたら ls ~/binを実行して, 出力の中に openxmが入っていれば成功.
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最後に起動確認.

openxm asir

を実行して Asir が起動していれば OK. 今後ターミナルから openxm asir と打ち込むことで
Asirが起動するようになる.

2.3 ショートカットの作成 (おまけ)

毎回ターミナルから openxm asirと打つのはちょっと面倒なので, 単に asirと打つだけで起
動するようにしておく. そのためにはまず

nano ~/bin/asir

を実行する. するとターミナル上で nano (テキストエディタ)が開く. そこに

#!/bin/bash

# Simple launcher for Risa/Asir

openxm asir "$@"

を一気にコピーアンドペースト. その後

Control + O (Controlと Oを同時に押す)

の後に Enterキーを押し,

Control + X　 (Controlと Xを同時に押す)

で nanoを閉じる. ターミナルに戻ったら

chmod +x ~/bin/asir

を実行. これでターミナルで単に asirと打つだけで Risa/Asirが起動する.
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3 os_muldif.rrを使えるようになろう
Asirを立ち上げた後

load("os_muldif.rr");

と入力して実行すると Asirが os_muldif.rrを読み込んで使えるようになる.

Remark 3.1. os_muldif.rrは通常, /Users/XXX/src/OpenXM/lib/asir-contribに格納され
ている. ここで XXXはユーザ名.

Remark 3.2. 最初に load("os_muldif.rr");を実行すると, ロードは問題なく行われるが

Put os_muldif.dvi and os_muldif.pdf in /Users/XXX/src/OpenXM/lib/asir/help.

という指示が表示される (XXX はユーザ名). そこで大島先生の HP [3] から os_muldif.dvi と
os_muldif.pdfを入手し, ファイル名を変えずに/Users/XXX/src/OpenXM/lib/asir/helpと
いうフォルダへ入れる (自分の場合は help-enに入れた). すると以降は上のような表示は出ない.

3.1 結果を PDFで出力するための準備
os_muldif.rr には, 計算した結果を PDF で表示してくれるという素晴らしい機能がある.

Macにおいてその機能を使うためには以下の手続きが必要.

Step 1 (フォルダの作成). まずターミナルで

mkdir -p /asir/tex

を実行し, ユーザフォルダの中に「tex」というフォルダを作る. (きちんとフォルダがで
きたどうかは Finderから目視で確認してもいいが, ls -ld ~/asir ~/asir/texを実
行して, Users/XXX/asirと Users/XXX/asir/texと表示されれば OK)

Step 2 (ASIRROOTの設定). 次に

echo 'export ASIRROOT=/Users/$(whoami)/src/OpenXM/lib/asir' >> ~/.zshrc

を実行して, 続けて

source ~/.zshrc

を実行. これができたら echo $ASIRROOTを実行して, /Users/XXX/src/OpenXM/lib/asir

と表示されれば成功.

Step 3 (risatex.shの作成). まず

mkdir -p $ASIRROOT/bin
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を実行し, 続けて

cat > $ASIRROOT/bin/risatex.sh <<'EOF'

#!/bin/sh

set -e

cd "$HOME/asir/tex"

platex -interaction=nonstopmode -halt-on-error -file-line-error \

-src=cr,display,hbox,math,par risaout

dvipdfmx -q risaout

open -a Preview risaout.pdf

EOF

をまとめてターミナルにコピーアンドペーストして実行. 続いて

chmod 755 $ASIRROOT/bin/risatex.sh

を実行し, 最後に

cat $ASIRROOT/bin/risatex.sh

を実行. 内容が出たら成功.

ここまでできたら動作確認. Asirを立ち上げて, os_muldif.rrを読み込んだのち

os_md.unim([3,4]|res=1,dviout=1,lim=80);

を実行してみる. PDF が表示されれば成功. この PDF およびソースとなる tex ファイルは
risaout.pdfと out.texという名前で, 先ほど作ったフォルダ「tex」の中に格納されている.
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